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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第32期

第３四半期累計期間
第33期

第３四半期累計期間
第32期

会計期間
自平成24年９月21日
至平成25年６月20日

自平成25年９月21日
至平成26年６月20日

自平成24年９月21日
至平成25年９月20日

売上高               （百万円） 58,726 61,174 79,516

経常利益             （百万円） 1,885 2,122 2,741

四半期（当期）純利益 （百万円） 1,142 1,262 1,909

持分法を適用した場合の投資利益

                   （百万円）
－ － －

資本金               （百万円） 1,358 1,358 1,358

発行済株式総数   　    （千株） 7,980 7,980 7,980

純資産額             （百万円） 10,543 12,299 11,311

総資産額             （百万円） 35,875 37,924 36,065

１株当たり四半期（当期）純利益

金額　　　　 　　　　　 （円）
143.14 158.18 239.25

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額       （円）
－ － －

１株当たり配当額         （円） 15.00 16.50 33.00

自己資本比率　　　　　　 （％） 29.4 32.4 31.4

　

回次
第32期

第３四半期会計期間
第33期

第３四半期会計期間

会計期間
自平成25年３月21日
至平成25年６月20日

自平成26年３月21日
至平成26年６月20日

１株当たり四半期純利益金

額　　　　 　　　　　 

　　　　　　　　　　　（円）

38.27 48.04

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては、記載しておりません。

　　　　２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。　

　　　　３. 持分法を適用した場合の投資利益は、関連会社がないため、記載しておりません。

４. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（1）業績の状況

 当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や日銀による金融緩和を背景に、円安・株高の

影響から、主に輸出企業を中心とした景気回復の兆しが見えてきましたが、不安定な海外情勢や円安による原材料の

上昇などの影響により、先行きは依然として不透明な状況で推移いたしました。

　小売業界におきましては、４月以降消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動による売上の落ち込みが見られ、

また生活必需品に関しては節約志向が醸成され、依然として厳しい経営環境下にあります。また、株価上昇による資

産効果や消費マインドの好転を背景にして都市部においては高額品消費に一部回復の兆しが見えるものの、当社の店

舗が所在するいわゆる地方においては勤労者の所得はまだ改善が見られず、日々の買い物には慎重で、生活防衛意識

を払拭するには至っておりません。

　このような状況のもと、当社の経営理念である、地域の皆様にとっての『暮らしの拠りどころとなる店づくり』を

柱として、低価格と豊富な品揃えに特に力を注いでまいりました。特に当第３四半期累計期間においては、消費税増

税前の駆け込み需要にも対応すべく安定的な商品確保に努め、欠品により、お客様にご迷惑や混乱が生じないよう配

慮すると共に、まとめ買い商品にはお得な価格設定をするなど一層の営業拡販を行いました。また消費税増税後は、

駆け込み需要の反動を最小限に押さえるべく、来店客数のアップを目指して、当社の最大の武器となっている惣菜の

「１００円バイキング」をほとんどの店舗で実施するようになったほか、販促チラシにおきましても、食品を中心に

尚一層魅力のある価格をアピールしてまいりました。

　また当社は、昨年11月に三重県志摩市に「スーパーセンター志摩店」、今年３月に香川県善通寺市に「スーパーセ

ンター善通寺店」を新設いたしました。この結果、当第３四半期会計期間末の当社店舗は、福井県に８店舗、石川県

に２店舗、富山県に１店舗、新潟県に４店舗、福島県に１店舗、岐阜県に１店舗、京都府に１店舗、三重県に１店

舗、香川県に１店舗、岡山県に１店舗、鳥取県に１店舗の合計11府県22店舗(休止中１店舗を除く）となっておりま

す。

　以上の結果、当第３四半期累計期間における経営成績は、売上高が61,174百万円（前年同期比4.2％増)となりまし

た。売上総利益は12,117百万円（前年同期比3.4％増）、営業利益は2,080百万円（前年同期比7.8％増）、経常利益

は2,122百万円（前年同期比12.6％増）及び四半期純利益は1,262百万円（前年同期比10.5％増）となりました。

　

（2）財政状態の分析

（資産）

　当第３四半期会計期間末における資産は、前事業年度末に比べ1,859百万円増加し、37,924百万円となりました。

これは主に店舗の新設に伴い有形固定資産が1,183百万円増加したことによるものであります。

（負債）

　当第３四半期会計期間末における負債は、前事業年度末に比べ871百万円増加し、25,625百万円となりました。こ

れは主に電子記録債務が769百万円、資産除去債務が224百万円増加した一方、長期借入金が662百万円減少したこと

によるものであります。

（純資産）

　当第３四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末に比べ987百万円増加し、12,299百万円となりました。

これは主に四半期純利益が1,262百万円となり、剰余金の配当が275百万円となったことによるものであります。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

  当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

　①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 23,120,000

計 23,120,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年６月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年７月31日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

　普通株式 7,980,000 7,980,000
    東京証券取引所

　　 市場第一部　

単元株式数

100株

計 7,980,000 7,980,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

（４）【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式総
数増減
数　　　　
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成26年３月21日～

平成26年６月20日　
－ 7,980,000 － 1,358 － 1,518

（６）【大株主の状況】

　　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成26年３月20日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　　　①【発行済株式】　

 平成26年６月20日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 　100 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 　7,978,700 79,787 同上

単元未満株式 普通株式　  　 1,200 － －

発行済株式総数            7,980,000 － －

総株主の議決権 － 79,787 －

 

②【自己株式等】

　 平成26年６月20日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社ＰＬＡＮＴ

福井県坂井市坂井町

下新庄15号８番地の

１　

100  －   100 0.00

計 － 100  －  100 0.00
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成26年３月21日から平成26

年６月20日まで）及び第３四半期累計期間（平成25年９月21日から平成26年６月20日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がないため、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：百万円）

前事業年度
(平成25年９月20日)

当第３四半期会計期間
(平成26年６月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,538 8,012

売掛金 272 316

商品 6,445 7,312

その他 1,622 649

流動資産合計 15,878 16,290

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 7,650 8,683

土地 5,339 5,423

その他（純額） 1,778 1,844

有形固定資産合計 14,768 15,951

無形固定資産 1,161 1,266

投資その他の資産 4,256 4,415

固定資産合計 20,186 21,634

資産合計 36,065 37,924

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,441 6,465

電子記録債務 － 769

1年内返済予定の長期借入金 1,602 1,691

未払法人税等 639 177

賞与引当金 422 520

その他 1,344 1,779

流動負債合計 10,450 11,404

固定負債

長期借入金 9,680 9,017

退職給付引当金 975 1,027

資産除去債務 1,914 2,138

その他 1,733 2,037

固定負債合計 14,303 14,221

負債合計 24,753 25,625

純資産の部

株主資本

資本金 1,358 1,358

資本剰余金 1,518 1,518

利益剰余金 8,435 9,422

自己株式 △0 △0

株主資本合計 11,313 12,300

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1 △0

評価・換算差額等合計 △1 △0

純資産合計 11,311 12,299

負債純資産合計 36,065 37,924
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期累計期間
(自　平成24年９月21日
　至　平成25年６月20日)

当第３四半期累計期間
(自　平成25年９月21日
　至　平成26年６月20日)

売上高 58,726 61,174

売上原価 47,013 49,057

売上総利益 11,713 12,117

販売費及び一般管理費 9,783 10,037

営業利益 1,929 2,080

営業外収益

受取手数料 82 86

助成金収入 49 44

その他 49 48

営業外収益合計 181 179

営業外費用

支払利息 163 118

その他 63 19

営業外費用合計 226 137

経常利益 1,885 2,122

特別利益

受取損害賠償金
※ 15 ※ 9

特別利益合計 15 9

特別損失

出店計画中止損 － 56

特別損失合計 － 56

税引前四半期純利益 1,900 2,075

法人税、住民税及び事業税 830 844

法人税等調整額 △71 △31

法人税等合計 758 813

四半期純利益 1,142 1,262
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【注記事項】

（会計方針の変更等）

 　    (有形固定資産の減価償却方法の変更)

当社は、従来、有形固定資産の減価償却方法について、定率法を採用しておりましたが、第１四半期会計期間よ

り定額法に変更いたしました。

この変更は、当事業年度において、中期経営計画のもと、「改正まちづくり三法」施行後初となるスーパーセン

ターの新規出店、新業態店舗の新規出店方針及び既存店舗の改装方針の策定を契機に、有形固定資産の減価償却方

法を検討した結果、今後の有形固定資産の使用は長期的かつ安定的な利用が見込まれ、投資効果が安定的に実現す

ると見込まれることなどを総合し、耐用年数にわたり均等に費用を配分する定額法のほうが従来の定率法よりも使

用実態を適切に期間損益に反映すると判断し行うものであります。

これにより従来の方法に比べ、当第３四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益はそれぞれ

267百万円増加しております。

　　

（四半期損益計算書関係）

※ 受取損害賠償金は、福島第一原発の事故により被ったＰＬＡＮＴ－４大熊店の原発事故損失の一部として、東

京電力（株）より支払いを受けた賠償額を計上しております。

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

  
前第３四半期累計期間
（自  平成24年９月21日
至  平成25年６月20日）

当第３四半期累計期間
（自  平成25年９月21日
至  平成26年６月20日）

減価償却費 751百万円 494百万円

　

（株主資本等関係）

　Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成24年９月21日　至　平成25年６月20日）

　　１．配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年12月18日

定時株主総会
普通株式 119 15 平成24年９月20日 平成24年12月19日 利益剰余金

平成25年４月19日

取締役会
普通株式 119 15 平成25年３月20日 平成25年５月17日 利益剰余金

　　２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間末後となるもの

　　　　　該当事項はありません。　

　

　Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成25年９月21日　至　平成26年６月20日）

　　１．配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年12月18日

定時株主総会
普通株式 143 18 平成25年９月20日 平成25年12月19日 利益剰余金

平成26年４月28日

取締役会　
普通株式 131 16.50 平成26年３月20日 平成26年５月16日 利益剰余金

　　２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間末後となるもの

　　　　　該当事項はありません。　　

　

（持分法損益等）

当社は、関連会社がないため、該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は、小売業という単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
（自　平成24年９月21日
至　平成25年６月20日）

当第３四半期累計期間
（自　平成25年９月21日
至　平成26年６月20日）

   １株当たり四半期純利益金額 143円14銭 158円18銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 1,142 1,262

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,142 1,262

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,979 7,979

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成26年４月28日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　131百万円

（ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　16円50銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　平成26年５月16日

　（注）平成26年３月20日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

   平成26年７月30日

株式会社ＰＬＡＮＴ  

 取締役会　御中  

 有限責任監査法人トーマツ 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大中　康行　印 　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 由水　雅人　印 　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＰＬＡ

ＮＴの平成25年９月21日から平成26年９月20日までの第33期事業年度の第３四半期会計期間（平成26年３月21日から平成

26年６月20日まで）及び第３四半期累計期間（平成25年９月21日から平成26年６月20日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。　

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＰＬＡＮＴの平成26年６月20日現在の財政状態及び同日をもって終了

する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。　

　

強調事項

　会計方針の変更等に記載されているとおり、会社は、従来、有形固定資産の減価償却方法について定率法を採用してい

たが、第１四半期会計期間より定額法に変更している。

　当該変更は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

期　

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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